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インフルエンザ ・・・ 営業面で打撃を受けます

新型コロナ ・・・ まだまだ油断できません

手指衛生 ・・・ 効果的に感染を防ぎましょう



インバウンド戦略

京都新聞
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R6には
280万人
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感染症もグローバル化する

しらない病気が

これまでにない時期に

これまでにない注意点

おなじみの病気が

輸入感染症の知識



輸入感染症

種類 疾患名 症例数

呼吸器 結核症 36

腸管 アメーバ赤痢 12

蚊媒介 デング熱 11

腸管 細菌性赤痢 7

腸管 腸管出血性大腸炎 7

多彩 HIV感染症 6

肝 ウイルス性肝炎 6

発熱・皮疹 麻疹 4

蚊媒介 マラリア 3

腸管 腸チフス・パラチフス 3

腸管 コレラ 1

腸管 ジアルジア症 1

他 3

種類 症例数

呼吸器 36

腸管 31

蚊媒介 14

肝臓 6

多彩 6

発熱・皮疹 4

山梨県 （2006年〜2017年）

「2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けての感染症のリスク評価について」
山梨県富士・東部保健所 より引用・改変



インフルエンザ ・・・ 営業面で打撃を受けます



9月 12月

•Ａ型株A/ビクトリア/4897/2022（IVR-238）（H1N1）
•A/ダーウィン/9/2021（SAN-010）（H3N2）
•Ｂ型株B/プーケット/3073/2013（山形系統）
•B/オーストリア/1359417/2021（BVR-26）（ビクトリア系統）

？



お客さんと面する場面での感染対策が必要です

手や飛沫を介して感染する危険が有ります

潜伏 症状は徐々に消退

1週間2〜3日1〜2日

発症24時間前から2次感染の可能性あり！

発症

悪寒
強い倦怠感
発熱（38度以上）
頭痛、筋肉痛、四肢関節痛

やや遅れて、咽頭痛、咳嗽、鼻汁

急に発症

職場内で拡げない工夫も必要です



1回のくしゃみで 200万個の飛沫

1回の咳嗽で 10万個の飛沫

飛沫感染

空気感染 （可能性）

接触感染

環境表面でも2〜8時間、感染性を失わない
CDC "2009 H1N1 Flu ("Swine Flu") and You" http://www.cdc.gov/H1N1flu/qa.htm Contamination & Cleaning

高頻度接触面（ドアノブなど）を適宜清拭する
⇒ 接触感染の機会を減らすために効果的と考えられます。

アルコール等を用いての清拭を行うともっとも効果的と考えられます。
水ぶきでも付着しているウイルスの量を減らす意味は十分あります。



咳嗽で発生する飛沫

• 色は飛沫のサイズ（赤：百ミクロン，青：0.5ミクロン）

10提供：理研・豊橋技科大・神戸大，協力：京工繊大・阪大

• 通常会話であっても3分程度会話を続ければ、結果的に咳一回と同じ程度の飛沫・エアロゾルが発生する．
• 歌唱時は通常会話と比較して飛沫量も数倍になり、より遠くまで飛ぶ．1分程度で咳一回分の飛沫・エアロゾルが飛散する．

強い咳を二度した場合



潜伏 症状は徐々に消退

1週間2〜3日1〜2日

2次感染の可能性あり！

発症前24時間〜発症後7日間はウイルスが喉や鼻汁に排出されます

発症後5日間、かつ解熱後2日間経過するまでは治っていません

勤務復帰後も、咳が出る間はマスクを着用して飛沫を周囲に飛ばさないよう
配慮しましょう（咳エチケット）

発症

悪寒
強い倦怠感
発熱（38度以上）
頭痛、筋肉痛、四肢関節痛

やや遅れて、咽頭痛、咳嗽、鼻汁

(1) 出勤前に症状が現れた場合は、出勤前に管理責任者へ報告し､指示を受けましょう。
(2) 勤務中に症状が現れた場合は、マスク着用の上ただちに管理責任者へ報告し指示を受けましょう。

(3) 自宅にインフルエンザを発症した家族がいる場合は、出勤前の検温と勤務中のマスク着用を徹底
しましょう。

(4) 流行期間中は、勤務中のマスク着用を心がけましょう。

(5) アルコール性手指消毒薬を積極的に使用しましょう。（⇒インフルエンザウイルスはアルコールで
殺菌できます）



ウイルスが口や鼻に入らなければ罹りません

2. 手に付いたウイルス（目では見えません）を
洗い落とす＆消毒する

アルコール性手指消毒薬を利用

液体石鹸と流水で手を洗う

3. 流行中は人混みへの外出を控える
4. 適度（50〜60％）な保湿
5. 休養と栄養

1. 咳エチケット（飛沫をとばさない）

ウイルスが入り込んだ場合に備えましょう

12月中旬までに、予防接種（ワクチン接種）を
受けましょう

http://www.pref.yamanashi.jp/kenko-zsn/87174591102.html

○2016/2017冬シーズン：4価
A/California（カリフォルニア）/7/2009(X-179A)(H1N1)pdm09
A/Hong Kong（香港） /4801/2014(X-263)(H3N2)
B/Phuket（プーケット）/3073/2013（山形系統）
B/Texas（テキサス）/2/2013（ビクトリア系統）



医療従事者を対象とした調査では、ワクチン接種によるインフルエンザ感染抑制効果は
A型インフルエンザ ・・・ 88％
B型インフルエンザ ・・・ 89％

発症に伴う欠勤は
ワクチン接種者 ・・・ 9.9日/100職員
ワクチン未接種者 ・・・ 21.1日/100職員

インフルエンザ予防接種でインフルエンザに罹りにくくなります



集団免疫率 H（％） ：ある集団に於いてどのくらいの割合の人がその感染症に対する免疫を持っていれば、
集団の中での感染拡大 が阻止されるかを示す値

基本再生産数 R0 ：１人の患者が周囲の免疫を持たない人に感染させる（再生産）２次感染者の数

学校では100%、市中でも50％に
近い接種率でないと達成できない

予防接種による免疫獲得率は
約70-80%

インフルエンザワクチン予防接種の効果（集団）

（集団免疫率は市中では33％）

職場内での流行を抑える事も期待できます。

R = (1-H/100) x R0 < 1 となれば、集団内での感染拡大は阻止できる



新型コロナ ・・・ まだまだ油断できません
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1〜2ｍ

エアロゾル中のウイルス ・・・ 湿度の高い密閉空間で長時間漂う

粘液中のウイルス ・・・ 環境表面で7時間以上生存する

感染経路は、エアロゾル ・飛沫 ・接触

飛沫

エアロゾル

接触



18

飛沫飛散の様子

提供：理研・神戸大，協力：豊橋技科大・大王製紙・京工繊大・東工大・九大

マスク無しで会話



19

市販マスクの性能（実測値）

（実際に人が市販マスクを着用して米国労働安全衛生局が定めたフィットテストプロトコルに基づいた試験を行い求めた数値：粒子径0.015μm以上）
試験の様子を撮影した動画：https://drive.google.com/file/d/1xg59ZOjwJ7iqOXiVCq49QS0sAfEIB0dU/view?usp=sharing

https://drive.google.com/file/d/1xg59ZOjwJ7iqOXiVCq49QS0sAfEIB0dU/view?usp=sharing


鉄 5日間
アルミニウム 8時間
その他の金属 5日間
木 4日間
紙 5日間
ガラス 5日間
プラスチック 6日間（〜9日間）

付着した飛沫にも感染性

職場や自宅での手指消毒は重要です。



微生物は手の表面で何分生きる？
微生物 手の皮膚面での生存時間

黄色ブドウ球菌 150分間

緑膿菌 30~180分間

大腸菌 6~90分間

アシネトバクター属 150分以上

ロタウイルス 最大260分

インフルエンザウイルス 15分間

手指衛生を行わない場合、細菌の生存時間が延長し、細菌数も増加



手には、細菌やコロナウイルスがくっついています

エコーに触った後 電子カルテを触った後 白衣を触った後



目、口、鼻 からウイルスが感染します

外出中は不用意に、首から上を触らない



手指衛生 ・・・ 効果的に感染を防ぎましょう
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手指衛生 ・・・ １７０年前に発見

イグナッツ ゼンメルワイス

産褥熱

ウィーン総合病院､1846

30%死亡

3%に減少

次亜塩素酸で手洗いさせた



手指衛生の基本

手洗い

 普通石鹸と流水での手指洗浄

手指消毒

擦式消毒用アルコール製剤での

手指消毒

抗菌薬配合石鹸＋流水での
手指洗浄

目に見える汚れがある場合 目に見える汚れがない場合

＊除菌効果
＊時間短縮
＊皮膚保護



手洗いの方法



手指消毒の方法



手洗い 手指消毒

Ⅰ．手指衛生の方法

1/60

1/3000



課題

1. 手指消毒用のアルコールを、年間を通じて職場内で使えるようにする。

2. 手指消毒用のアルコールの使用すべきタイミングを書き出して明示する。

3. 手指消毒用のアルコールの管理責任者を決定する

4. この冬の室内換気方法について、タイミング、回数などを明文化する

5. コロナ罹患後や、家族が罹患している間の職場内での感染対策について、明文化する

6. 罹患後の体調不良者に関する職場内での相談窓口を明確化する

7. 今後のコロナ･インフルエンザワクチン接種の推奨･方針について、スタッフ内で共有する


